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4月23日（火）安岐中央小学校（田中清照
校長）の4年生27人が、近くを流れる安岐
川でアユを放流しました。毎年8月に川遊
びフェスティバルを開催する「安岐川を素
足であるく会」（徳部伝造会長）のメンバー
と一緒に、児童たちは「大きくなって帰っ
てきてね！」とやさしく声をかけながら川
へ放流しました。

大分乾椎茸の品質向上や生産拡大を目指した
品評会が、東部地区森林・林業活性化協議会の主
催で4月24日（水）、安岐総合支所で開催されま
した。
品評会は乾椎茸の部門（どんこ・こうこ・こう
しん）とほだ場の部門で行われ、国東、杵築、速見、
別府地区の生産者から各銘柄計273点の出品が
ありました。審査の結果、こうしんの部優等賞に
村上幸吉さん（安岐町明治）、ほだ場の部最優秀
賞に阿部悦男さん（安岐町山口）が選ばれました。

大きくなってね！
安岐中央小児童がアユ放流

4月23日

新しくなった国東市民病院で4月28日（日）、病院祭が
開催されました。「地域医療の未来へ、想像と創造～市民
とともに考える健康～」をメインテーマに、三河市長や二
宮浩一市医師会長などを交えたシンポジウムをはじめ、
地元小中学生による演奏やダンスの発表がありました。
また、病院スタッフによる無料健康相談や地元団体の
バザーも行われ、多くの来場者でにぎわいました。

新病院で初の病院祭4月28日

安岐町下原の安岐川河口で毎年開催される川舟祭
の「毛槍練り」を伝承するため、このほど安岐文化財
愛護少年団が結成されました。
5月21日（火）の夜、毛槍の衣装を身につけた安岐
小学校の児童15人が、川舟祭保存会（木付親次会長）
から指導を受けました。子どもたちは8月6日（火）
に開催される川舟祭本番に向けて、練習を重ねてい
くそうです。

夏の本番へ向け、子どもたちが毛槍練りの練習5月21日

第７回東部地区乾しいたけ品評会 4月24日

▲表彰を受ける村上幸吉さん

5月9日（木）、国東町上治郎丸地区でひまわ
りの種まきが行われました。地元住民らで結
成した「上治郎丸ひまわりプロジェクト」（清
原正義代表）が、「休耕田をひまわりの花で埋
め尽くし観光客を集めよう」と昨年から活動
を開始。今回は約0.5ヘクタールの休耕田に
種をまき、開花は7月後半の予定です。
なお、8月中旬には残りの休耕田約1.1ヘク
タールに種をまく予定にしており、10月後半
には治郎丸地区一帯が黄色に染まります。　

ひまわりの里めざし、
上治郎丸で植え付け始まる 5月９日

5月23日（木）、国東町の黒津崎海岸一帯で清
掃活動が行われました。ソニーセミコンダクタ
（株）大分テクノロジーセンターの社員をはじ
め、くにさき企業会、ライオンズクラブ、手と手
と街づくり隊、うみがめプロジェクトの会員な
ど約400人が１時間かけてゴミを拾いました。
国東の海岸には2年連続でうみがめが産卵に
来ています。参加者は、「今年もうみがめが戻っ
てきて欲しい」と笑顔で話していました。

うみがめ戻っておいで　海岸清掃に４００人 5月23日

▲表装の和紙を貼る作業を見学する伊美小学校児童（涛音寮）

▲安岐中央小学校児童による富永子供神楽

好天に恵まれたゴールデンウイーク、国見町
内では「第7回国見町工房・ギャラリーめぐり」
が開催されました。今回は国見アートの会に所
属する21ヶ所の工房やギャラリーが開設され、
県内外から5000人を超える来場者がのんびりと
芸術めぐりを楽しみました。 
期間中は、フォークソング歌手の加川良さん
のライブや芸術家の指導による体験教室が各所
で開催され、子どもから大人までたくさんの方
が芸術にふれました。 

芸術でにぎわう国見のゴールデンウイーク
4月28日

～5月６日

4月29日（月）、郷土の先哲、三浦梅園先生の遺
徳を偲ぶ「梅園祭」が梅園の里で開催されました。
この催しは、梅園祭実行委員会と西武蔵地区公民
館の共催で今年で225回目を迎えました。
祭事・式典では読経や焼香に続き、安岐中央小
学校の児童が「梅園先生をたたえる歌」を合唱。
記念行事では、作文・詩吟の発表をはじめ富永子
供神楽や大正琴の演奏が披露され、たくさんの参
加者を魅了させました。
なお、日田市大山公民館のロバート・ワトソン
館長による「私の出会った日本のかたち、日本の
こころ」と題した心和む記念講演もありました。

遺徳をしのび・・・第225回梅園祭 4月29日


